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菅原久継委員、佐藤清八郎委員、伊藤貢委員　粕谷明委員、４名
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温海支所長　石塚みさ、総務企画課長 三浦市樹、市民福祉課長　五十嵐浩一
産業課長　百瀬政行、温海建設事務室長　剣持一善　

総務地域振興主査 庄司益美
総務地域振興専門員 本間由縁

≪本　　所≫　
地域振興課地域振興専門員　本間育子
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（１）平成27年度温海地域振興懇談会で出された意見等に対する取り組み等及び平成28年度温海庁舎提案課題について
（２）平成28年度温海地域活性化事業について

（３）今後の日程について
５．講　　演
　「温海地域の地域振興について」

　　東京大学 アジア生物資源環境研究センター センター長 堀　繁　氏
６. 閉　　会
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	［温海庁舎支所長より遠藤正司委員1名に委嘱状の交付を行った。］
只今より、平成28年度第1回温海地域振興懇談会を開会いたします。

開会にあたりまして、温海庁舎石塚支所長よりご挨拶申し上げます。

みなさんこんにちは。本日は委員の皆様には公私共にお忙しいところご参加いただきまして誠にありがとうございます。
日頃より皆様方からは市政全般にわたりましてご支援ご協力賜り厚く御礼申し上げます。昨年度からこれまでの地域審議会に代わりまして地域の振興についてや地域の活性化、今後の市の取組の方向性について幅広い視点で皆様からご意見を頂戴する場を地域振興懇談会という位置づけで開催いたしております。昨年度におきましても、委員の皆様より様々なご意見を頂いております。大変ありがとうございます。そのご意見をなるべく事業・施策の方に反映したいと考えておるところでございます。

皆様ご存知のように人口減少、少子高齢化の進展により大きく社会環境が変わっておりますので、従来のとおり、これまで通りには立ち行かなくなっていく状況でございます。皆様からご理解を頂いて少しでもやり方や見方を変えることでその展開も可能になると思います。私どもが気付かないところが多々あるかと思いますので、様々な方面からの視点でご意見・アイディア等いただければと思っています。2時間という会議設定でございますけれど、後半に旧温海町役場時代からご指導いただいております堀先生からお話を頂くことにしております。現在、都市計画区域において将来を見据えたまちづくり都市再興基本計画の策定を行っているところですが、このご指導を頂いておりますあつみ温泉だけでなく、鼠ヶ関についてもまちづくりについて指導していただいているところでございます。後程、職員も一緒に参加させていただきますのでよろしくお願いいたします。
本日は大変申し訳ありませんが、一方的な説明が多くなろうかと思います。ですが第2回目からは皆様から活発なご意見を交換する場、時間を設け、より具体的にできることから実践していく、一歩でも前に進めることを目標にしていきたいと思います。本日は時間の関係上甚だ簡単なあいさつで申し訳ありませんが、これであいさつとさせていただきます。

本日はよろしくお願いいたします。
続きまして、奥井会長よりご挨拶申し上げます。
みなさんこんにちは。
本日は第1回温海地域振興懇談会にお忙しい中、たくさんの皆様にご参加いただきましてありがとうございます。今年は春以来天候に恵まれまして、大きな災害もなく梅雨時ではありますが例年であれば後半には大雨が降るという通説があったわけですけれども、それがないような今の状況でございます。災害がなければ安心して暮らせる地域社会になってくるわけですけれども、まずこれからも収穫の秋に向けて台風等の被害などもなければいいなと思っております。先般、温海地域自治会長の研修会二日間に27集落22名の自治会長出席の中で、宮城県の震災後の復興状態について視察研修に行ってまいりました。5年を経過しましてどの程度復興しているかということであります。海岸線は防波堤を３列築きながら工事復旧しております。港については大体整備されてきているかなと思いましたけども、住宅が復興するための住宅建設は着実に進んでおりましたけども、個人の住宅についてはまだまだこれからだなという感じを持ちました。その中で石巻市の避難状況を見て現地のガイドさんの説明を受けました。石巻市は海岸線に水産業の復興される部分があったわけですけれども、ガイドさんからは避難訓練をしていた工場については被害が死亡事故がゼロであるということでした。温海庁舎でも年２回避難訓練を市で行っているわけですけれども、やっている場所と個人で行かなくてもいいと油断された方が被災されたということで、避難訓練がいかに大切であるかということを改めて今回の視察研修でひしひしと感じました。その中で石巻市の平場においては５階建てくらいのアパートを避難場所を上って避難する設置する避難タワーを建設中でありました。１基２億円位するという説明を受けまして、平場で海岸線で逃げ場のない地域にとっては今後そういうものも大きな課題ではないかなと思い研修視察を行ってきました。県でも現在ハザードマップの見直しをしているわけですが、避難訓練は絶対に行うべきだと自治会長研修視察では確認をしてまいりました。これからも災害は忘れたころにやってきますので皆さんからも災害にあわないまちづくりにまい進していただきたいと思います。本日は研修も合わせての振興懇談会ですので皆さんよりよい懇談会になりますようによろしくお願いいたします。簡単ではありますが、挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。
（省略）
それでは、今後の進行につきましては要綱第６条の規定によりまして、会議の議長は会長が行うことになっておりますので奥井会長より議事をお願いしたいと思います。

本日は１６時より講演を予定していることから、報告・説明のみとさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

それでは（１）平成２７年度温海地域振興懇談会で提出されました意見等に対する取り組みと及び平成２８年度温海庁舎提案課題について、並びに（２）平成２８年度温海地域活性化事業について各事務局から説明をお願いします。各課長よりご説明をよろしくお願いします。
（１）平成２７年度温海地域振興懇談会のまとめについて
（２）平成２８年度温海地域活性化事業について
（内容説明省略）

（同上）
（同上）
（同上）

ありがとうございました。ご意見ご質問あるかと思いますが、次回に意見、質問を移したいと思いますので、（３）今後の日程について事務局より報告をお願いします。

（３）今後の日程について
（内容説明省略）

ありがとうございます。総務企画課長より８月１０日までご意見を皆さんからお願いしますというようなことでございますので、ご提出の方をよろしくお願いします。
はい、会長。三分間よろしいですか。
　はい、大井さん。
森林組合に毎年夏休み期間中に、山大より二名のインターンシップが来ます。昨年インターンシップに来た方に、どんなことでもいいから温海のいいところ等感じたことを聞いたところ、最初に言ったのは「夕日がとてもきれいだった。」ということで、天魄山に登った時に見た夕日がきれいで感動したようです。そういう部分を引き取って、私が考えたのはアイディアを持って「日本一きれいに沈む夕日…温海」と書いて、そういうもっともっとやっていったら、鼠ヶ関にも作ってある。
ああいうアイディアを現在福栄地区にも三人の地域おこし協力隊がいるけども、誰がそういうアイディアを引き取ってくるのかこれからの課題として、発想・工夫・アイディアを引き取ってこなかったら何度やっても変わらない、同じままだ。五十嵐さんは本気になってやっているけども、みんなでいい知恵・アイディアを出し合ってやっていったら立派な温海になるんじゃないかと常々思っているものだから、一言すみません。
それでは、時間となりましたので講演会の設置をお願いします。
奥井会長、進行ありがとうございました。それでは講演会に移りますので、準備のため５分ほど休憩といたします。ご協力をお願いいたします。

それでは、講演会に移させていただきます。講師の紹介をさせていただきます。
講師の紹介（内容省略）
講演に入る前に帯同されている方の紹介。
（内容省略）
それでは講演に入らせていただきます。
時間があまりございませんので、いきなりスライドをご覧ください。こちらが私が初めて訪れた時のあつみ温泉の写真です。

まったくもてなしの心がない。人をもてなすというお客様を大事にするという気持ちのかけらもないような状況でした。
（次のスライドは葉月橋通り）
こちらは温泉活性化施設、観光客が自由に休んでいいという施設ですが活性化と書けば活性化するのか？という、そうではないのではないか。あまり楽しくない施設があつみ温泉にあったのを記憶しております。

（次のスライド）
こちらはかじか通り、昔は川端通りと言ってましたが名称を変えました。確かに桜の木がたくさんあるので、桜の時期はきれいだがほかの時期はどうでしょう？私達を楽しく歩かせる、その配慮がない。こういうあつみ温泉だったわけです。縁がありましてあつみに関わらさせていただきまして、最初にやったことは葉月橋通りの真ん中に足湯を作る、という荒業のようなことをやらせていただきました。何をやったのかということですけれども、私たちは「楽しそうな人がたくさんいるところに行ってみたい。」と思うのです。楽しくない所には行かない。だから楽しそうな人を作ろう、と。何かというと「サクラ」を作ろう。私たちは楽しそうな人、ディズニーランドもそうですよね。貸し切って一人でディズニーランドに行ったって絶対楽しいわけがないと思うんですよ。やっぱり人がいて楽しそうにしているからそこにいて楽しいのですね。そこでサクラを作ろうと思ったんですね。
・チットモッシェ（温泉活性化施設）の経緯
・楽しい人の姿をあつみ温泉の中にいかに作っていくか。

・桜の木を切って人間のサクラを作る。
・かじか通り、くらしのみちゾーン。
お客様をおもてなしする街の表情を作っていこうということを一貫してやってまいりました。この考え方が正しいというのは、次の写真を見ていただくとよく分かっていただけると思います。
（次のスライド）
どちらの建物に行ってみたいか？

　私が目指したのは、誰もが大勢の人があつみ温泉に行ってみたいと思うものを作り変える。大勢の人が行ってみたいと思うその本質は何なのか。皆さんは目にしたもので評価する。目に見えないものは評価の対象にならない。一瞬で評価は終わる。しかもその評価は人によってほとんど違わない。見ただけで一瞬に評価が行われ、その評価はほとんど人によって違わない。であるならば、何がどうなっているといいと評価されるのか。そこを正確に把握し具体的にいいまちづくりに使うこと、これしかないということに気付く。皆さんは今手を上げるときに他の誰かと相談しなかった。にも関わらず、意見が一致したという事実が重要なことである。私達の評価は人によって違うという事がほとんどない。主観だと思われている方が多いが実は主観ではない。あるものがこうなっているとこういうふうに反応するということはほとんど決まっている。
入口が開いている→お入りください。建物が誘っている

縁台が置いてある→おあがりください。

障子が開いている→中を見てください。

お入りください、お上がりください、中を見てください＝私を誘っている。
私たちは自分を大切に思って誘ってくれるもの、丁寧にしてくれるものが大好き。暖簾が見えている。障子に墨書がしてある。縁台に葦簀がかけられている。人影・照明・木が見えている。例えば入口に暖簾がかからないと入れないということはない。私を誘っているのとは別のことだということが分かる。縁台に葦簀がなくとも縁台には上がれる。したがって、縁台と葦簀の役割は別だとわかる。では一体暖簾や障子の墨書、縁台の葦簀、人影、照明、木はどんな役割があるのか。それはまちづくりにおいて極めて重要である。丁寧に私を誘っているということ。入口に暖簾がかけてある→丁寧に「どうぞお入りください」。障子の墨書、縁台に葦簀がかけてあると丁寧である。丁寧に私のことを迎えてくれる。「丁寧である」ということがまちづくりの重要なキーワード。人に来てもらいたいと思えば、あなたのことを丁寧にお迎えしますよというメッセージを形で表すしか生き延びる方法はない。形にしないものは評価してもらえない。

○あつみ温泉について、
ホスピタリティ・おもてなし、「どうぞここで寛いでください。」というメッセージがあるか。しかも丁寧になされているか、なかった。私の仕事は、あつみのまちにお客様を丁寧に迎えてもてなすメッセージをつけるということ。
こうやると人が来ない↓誘っていない。入り口が閉まっている。壁がむき出しである。あなたのことを歓迎していないよというメッセージ。私たちはおもてなしの形、専門的にはホスピタリティ表現というが、それを必ずすべての人がプラスに評価し、拒絶の形→私のことを誘わないどころか拒んでいるふうに見える拒絶の形を必ずすべての人がマイナスに評価する。壁が見えている、戸が閉まっている、障子戸が閉まっている、入口が閉まっている。私のことを拒んでいる形。しかも丁寧な演出が一つもない。人がたくさん来ていて困っている場合、人が来なくなるようにするのは簡単。雑・手抜き・いい加減・ぞんざいがキーワード。あなたのことを歓迎しませんよと拒絶の形にする。人が来なくなる秘訣。
逆にいうとそういうことをなくしていかなくてはいけない。
○銀山温泉について（ホスピタリティの演出）紹介例。
壁＝拒絶の形の典型例なのでこれを取り払った。
あなたのことを楽しませますよ、ホスピタリティ表現の最強のホスピタリティ表現はサクラですから。私は銀山温泉のまちづくりにも関わっていた。これを計画・設計し、こういうホスピタリティの演出をしていた頃の写真です。今年の5月に久しぶりに行って変わっているのに驚いた。どちらに行ってみたいか。
花の鉢を常に飾る、花の植え方から指導した。花の鉢を常に飾ると指導したことが子供たちに引き継がれている。
しかし、ただ雑に置いてあるだけ、手抜き。丁寧に花の鉢を植えているか、ただ置いているだけか。たったこれだけの差だが、まちづくりは難しい。ホスピタリティ表現、人をおもてなしする表現のクオリティが問題。クオリティが少し違うだけで魅力が全然違う。少しだが大きく魅力が違ってくる。ホスピタリティ表現のクオリティが少し減るだけで魅力が大きく減じてしまう。プロがきちんと見ていないと、あっという間にホスピタリティのクオリティが下がってしまう、それにしたがって魅力が落ちてしまう。これが今銀山温泉に起こっている問題の原因。
○あつみ温泉はどうか。
どちらに行ってみたいか。

・チットモッシェの当時と現在の比較：ホスピタリティが少し違うだけで魅力が減じてしまう
・７年間の空白：くらしのみちの整備が終わったとたんに呼ばれなくなりました。
・葉月橋通り
・かじか通り

作ったときは魅力があったが、現在魅力が下がっている。ハードの問題ではない。丁寧にもてなされているように見えると高く評価される。丁寧な気持ちが見えるか、それとも雑に適当にいい加減に手抜いてやっているか。ソフトの問題。関わっている人、地域の人たちの心がこのまま出て評価の対象になっている。今の状況をなんとかしたい。もう一度磨く作業、「丁寧に」がキーワード。丁寧に磨く作業を行いまたあつみ温泉に人を呼び戻す。７年間のブランクを埋める重要な仕事。
○瀧の屋→唯一花を飾っている

あつみ温泉はもともと魅力があると思う、ただ一番大事なのはお客様をもてなすためのもてなしの丁寧さが薄れている。ここが最も核になるところで、それが今薄れている。そこをもう一度丁寧に丁寧にやり直す。
○活性化のためにやるべきこと↓

整備したインフラをもう一度磨きをかけて魅力にする。花より団子。いくら良い温泉地でも、楽しい買い物ができる店、おいしいお茶が飲める店。そういうものの魅力は大きい。魅力的なお店を作る。ただ相当戦略的にやらないと成功しない。一流と言われる温泉地にはおしゃれなお店がある。
・足湯の比較：銀山温泉とあつみ温泉（あんべ湯）
○かつらやにソフトクリーム販売の提案
最初の年は旅館の売り上げよりソフトクリームの売り上げの方が多かった。

私のやっているインフラの仕事は地域の人にビジネスチャンスを与えること。大勢の人がやって来るということはお金を稼げる大チャンスが巡ってくるということ。
しかしビジネスチャンスをチャンスのままにしてビジネスにしなかったら意味がない。ビジネスにちゃんとしようということで仕掛けた。それから同じ足湯に入るのでもソフトクリームを食べながら、生ビールを飲みながら入れた方が楽しい。足湯に魅力を付加するためにここにサポート施設を作った。楽しい沿道、楽しい街並みっていうのはお店があるということ。そういう三つの理由からこんなことをしました。これで止まっている。先程サクラが重要と言いましたが、実は道路の中のサクラより公共空間の中のサクラより沿道のお店のサクラの方がずっとずっと強力。食べながら、飲みながら店の中にいるサクラの方が全然強力である。「おいしそう」「楽しそう」とても魅力的に映る。

・沿道のサクラが強力。

・沿道のお店の数を増やす。

・既存のお店を魅力化する。

○瀧の屋：以前との比較
外観は変わっていない。ホスピタリティのテクニック、クオリティを上げる。
○あつみ温泉がこれからやらなくてはいけないこと
①公共空間をもう一回ホスピタリティがちゃんと感じられるようにすること。

②沿道のお店を増やすこと

③既存のお店のホスピタリティを上げて魅力的な店づくりをしていくこと

○東屋：以前との比較
外観は変わっていない。丁寧にもてなす演出をしている。

お金をかけなくてもできる。魅力づくりの空白があった。

私たちが指導しても良いが、もっとより自分が主体的に店づくりを考えてもらう。
ある町の商店の経営者に店の問題点・改善点等をワークショップ形式で考えてもらった。言葉レベルで何が問題でどうしたらよいのかということを考えてもらい、次はそれに基づいて絵を描かせた。私が手取り足取りすべて書いてしまうとみなさんがやらなくなるのであれば、皆さん自身がやるように仕向けていく指導もできる。
○改善の工夫提案→クオリティが上がる
どんな形にしろ魅力がなければ人は来ない。人が来なければお金は落ちない。お金が落ちなければ今は良くとも将来はない。
○店の売り上げ＝客数×客単価

子ども孫に継いでもらうためには今より３倍位売上げをあげる

客数：店前を通る人の数×立ち寄り率×購買者率
店前を一日に1000人通るとした場合

立ち寄り率（1％）10人（100人に1人）
購買者率（50％）5人
客単価1000円×5人＝5000円

○現在の売り上げを３倍に上げるには↓
店前を通る人の数を増やして立ち寄り率1000人を2000人にして１％→２％にして購買者率を75％にして客単価を1500円にする。
客単価1500円×30人＝45000円
立ち寄り率はどうやったら上がるかというと、店前の演出で決まる。先ほどのチットモッシェや滝の屋のような演出。購買者率、客単価は店内演出で決まる。店前を通る人の数というのは来外者数をあげることなので、まちづくりでしかできない。まちづくりというのは行政も含めた全部の力。ところが立ち寄り率、購買者率、客単価アップ、店前演出、店内演出は個人・個店がそれぞれがんばるしかない。店内の購買者率、客単価アップはどういうお店の中で決まってくるのか。
○客単価と購買者率が下がる店と上がる店の比較
このように歴然と客単価、購買者率が上がるまたはリピート率が上がるというのがはっきり分かれている。では一体店内の何が効いているのか。店前のポイントは何か。
○こうしたら絶対に売れない例
人間は見て評価する。店内の床を大きく見せない。通路を直線で切るのはNG。通路は細かく小さくＴ字路。
（例：戦災復興の歌舞伎町）
私たちは私達が見たいものを選ぶ。商品がよく見えること。通路がよく見えるお店はNG。照明も重要、天井に照明を付けたら売れない。自分の目より上の物は買わない（評価しない）。目よりも下が重要。丁寧にもてなされている感が強調される。売り上げは人間がコントロールできるものである。

まちづくり：公共空間を歩いて楽しい。沿道の空間を見て楽しい。あつみ温泉は公共空間をほとんどパーフェクトに近い形で行ったが、現在丁寧さが損なわれている。まちというのは道と沿道で出来ている。道はやったが沿道はできていない。ここをやるべき。店の一軒一軒を丁寧にやっていくことがまちの魅力も増えるし、売り上げも上がっていく。一軒一軒の店の売り上げのトータルがあつみ温泉の売り上げとなる、あるいは鶴岡市の全ての商店の売り上げのトータルが鶴岡の経済のパイとなる。それを上げていくこと。一軒一軒の売り上げを上げることでしか実現できない。10数年前に指摘していろいろやっているが、今後どうやっていくか。そこをぜひ皆さんでお考えいただければ。
○人気温泉地はどうやっているか

城崎温泉→稀有な温泉地。どういう点で稀有か？目で見て評価するハード面ではなくソフト面で人気がある。浴衣姿の若い女性がたくさんいるという状況を作ることに成功している。温泉情緒とはお湯が町の中に見える・草津のような湯畑・浴衣姿の若い女性。クオリティが高くないと魅力にならない。
足湯：サイズは小さいが大きさは問題ではない。非常に配慮されている。スッキリしている。お湯が見えることを具体的にこれは温泉だよと具体的にビジュアル化してプレゼンテーションしている。日本の最高傑作のひとつ。クオリティが高い。演出が丁寧。
黒川温泉→非常に不思議なところで、ベンチをひたすら置きまくっている。サクラづくりに成功している。私たちは「あなたのことを丁寧にもてなしますよ」というメッセージに弱い。縁台を置いて座布団置いてそれが収まるべきところに収まっているように見えている。知恵次第、お金の勝負ではない。腰壁を入れて歩く人に対して非常にホスピタリティを発揮して丁寧にぞんざいにしませんよ丁寧にお店を作ってあなたのことをもてなしますよということを温泉集落全体で取り組んでやっている。もてなしの心のクオリティが高い。
草津温泉→日本の温泉地の最高峰。クオリティ№1。対面通行だった道を一方通行にした。一方通行にすることにより、人間のスペースを作り出せる。かじか通りの一方通行も同様に休憩スペース、ベンチを置く場所をたくさん確保するため。
スペースができた所にベンチをたくさん置いた。ベンチがあるということは、私に対して「どうぞゆっくりおくつろぎください」というメッセージ、楽しそうなサクラの皆さんがいる。サクラづくりはまちづくりです。商店街でも温泉地でも同様に。

○№1になれるあつみ温泉がやらなければならないこと。

今日は三つのこれからのまちづくりの方向を示しました。

やらないとはじまらない。皆さんのお子さん、お孫さんのためにじいちゃんたちが頑張ってくれたから今の自分たちがあるんだなと50、60年後言われるように、ぜひ今この時点でお考えいただければと思います。
本日はどうもありがとうございました。

先生、限られた時間の中でたくさんのお話をありがとうございました。せっかくの機会ですので委員の皆様よりご質問等あれば受けたいと思いますがいかがでしょうか？

それではこの後の先生のスケジュールのご都合も有りますので、講演は以上で終了とさせていただきます。御礼といたしまして温海庁舎支所長より申し上げます。
先生、本日はどうもありがとうございました。お忙しい中お時間を作っていただきました。またこれからも夜にワークショップのご指導を頂くということで温海地域のためにご苦労をおかけいたします。よろしくお願いしたいと思います。平成12年度から堀先生から温海地域の温泉を中心にご指導いただいているということで16年くらいになりますが今回は改めて先生のお話を聞いておもてなし魅力づくりということでたくさんのヒントを頂いたのかなと思います。先生のお話をみんなで一緒になってやるということ、一歩でも前に進めるように一緒になって取り組んで参りたいと思います。それから、国土交通省の先生方の皆様にはプライベートでお出でになられたということでしたけれども、今日は一緒にご参加いただきまして本当にありがとうございました。これからも鶴岡市温海地域で何かありましたら、今後ともご指導いただきたいと思います。本当に今日はありがとうございました。皆さんお疲れさまでした。
どうもありがとうございました。これをもちまして、第１回温海地域振興懇談会を終了させていただきます。長時間ありがとうございました。お疲れさまでした。
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